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1 .

は
じ
め
に

「進学案内書」と専修大学 (ー)

明
治十
年
代
から
現
在に
至る
まで、
移しい
数の
進
学
案
内童宍
受
験
雑

誌が
刊
行さ
れ
てきた。
こ
れ
ら
の
雑誌
を
「進
学
案
内
書」
と
し
て日
本近

代
教
育
雑誌の
な
かに
位
置づ
け 、
そ
の
意
義に
つい
て
研究
を
行っ
てきた

の
が
菅原
亮
芳
氏であ
る。
菅原
氏に
よると
「進
学
案
内
書」
と
は
「就
学、

あ
るい
は
進
学、
時に
は
上
京
進
学し、
学
問し
よう
と
志
し
てい
た
青年た

ち
に
対し
て、
第l
に
上
京にあ
たっ
ての
注
意、
第2
に
各
学
校の
学
則、

そ
し
て第3
に
各主
要
学
校の
入
学
試
験
問
題な
ど
の
項
目
を
設け 、
進
学に

関する
情
報
を
提
供したガ
イ
ド
ブッ
ク」 ーで
あ
る
とい
う。
特に
明
治
中ご

ろ 、
東
京に
は
数
多く
の
私
立
学
校が
開
校したこ
と
もあ
り、
東
京の官
公

私
立
学
校
を対
象と
した
「進
学
案
内
書」
が
相
次い
で
刊
行さ
れ
た。

菅原
氏はこ
れ
まで
「
進
学
案
内
書」
が
教
育
史のな
かで
補
助
的な
資
料

と
し
て
使われ
てきたこ
と
に
対し
て、こ
れ
まで
の
教
育史の
中心であっ

瀬
戸
口

龍

一

(
大
学
史
資
料
課)

綿

豊

大

(
大
学
史
資
料
課)

石

た
文
部
省や
地
方
自
治
体な
ど
の
意
志
決
定
機
関から
出さ
れ
た
法
令や
学校

そ
の
も
の
の
分
析で
はな
く、
教
育の
受け
手であ
る
学生の
視
点か
ら
見た

教
育史
を
考え
る
際の
資
料と
し
て「
進
学
案
内
書」
を
見
てい
く
必
要
性が

あ
ると
提唱し
てい
る。
そ
の
ため
に
「
進
学
案
内
書」
を
「
網
羅
的に
取
り

上
げ
、本

格
的な
書
誌
的
分
析 、全
面
的な
内
容
分
析
を
行う
必
要があ
る」 2

と
述べ
てい
る。

こ
の
ような
「進
学
案
内
書」
は
近
代になっ
て
初め
て生
まれ
てきた
訳

で
は
ない。
江
戸
時
代
中
期、
明
和五
年
(
一
七
六
八)
に
第一
版が
刊
行さ

れ
た
『平
安人
物
誌
』の
凡
例の
一
番
目に
は
「
此
編
之
作
為
他
邦人
遊
学
於

京
師
者
輯
罵」
(
此の
編の
作、
他
邦の
人、
京
師に
遊
学
する
者の
為に
輯

む)
とあ
る。
つ
ま
り、こ
の
書は
他国の
人で
京
都に
遊
学したい
と
思っ

てい
る
人た
ち
の
ため
に
編
集さ
れたこ
と
が
わ
か
り、そ
の
内
容は
京
都に

住んで
い
る
文
化
人の
姓
名や
住
所、
俗
称な
ど
が
書かれた
も
ので
あ
る。



まさに
江戸
時
代にお
ける
「進
学
案内書」
とい
うこ
と
がで
きる
だ
ろ
う。

こ
の
書
籍は
その
後 、
何
度も
改
版さ
れ 、
慶
応三
年
(
一八
六
七)
に
は
第

九
版が
刊
行さ
れ
た。
実に
百年
に
渡っ
て
刊
行さ
れ
続け
た
ので
あ
る。

し
か
しな
が
ら 、
先に
挙げ
た
凡
例にあ
る
「此
編之
作
為
i」
とい
う
文

言は
早く
も
安
永四
年
(
一
七
七五)
の
第二
版に
は
凡
例の三
番
目に
「此

編所
輯
者
住
於
京
師人
而
己如
遊
事於
他
園
者
輿
暫
寓
於
京
師
者則
除之」
と

い
う
文
言に
変わっ
てい
る。
さ
らに
天
明二
年
(
一
七八二)
の
第三
版以

降 、
凡
例に
は
も
は
や
「
他
邦」
や
「
他国」
か
らの
「
遊
学」
や
「
遊
事」

の
ため
の
書で
あ
る
とい
う
文
言
を
見るこ
と
は
出来な
い。
こ
れ
は
京
都か

ら
江戸へ
学
問の
中心
地が
移り、
地
域の
人々
の
遊
学する
場所が
江
戸や

長
崎に
移
り
変わっ
ていっ
た
た
め
と
考え
ら
れ
てい
る。

「
進
学
案
内
書」
につい
てはこ
れ
まで
の
菅
原
氏の
長年
の
研究に
よ

っ

てい
くつ
かの
個
別の
「
進
学
案
内
書」
の
書
誌
情
報は
明
らか
に
さ
れ 、
そ

の
上で
「
網羅
的」
に
取
り上
げ
ら
れ 、
体
系づ
け
ら
れ
てき
た。
し
か
しな

が
ら 、
各
学
校に
つい
て
記さ
れ
てき
た
内
容の
分
析は、
そ
の
数の
膨
大さ

もあっ
てな
さ
れ
てい
ない
状況で
あ
る。

近年、
大き
な
進
展お
よび
広が
り
を
見せ
始め
た
大
学
史
研究に
おい
て、

そ
の
時々
の
学
則
や
大
学の
様
子が
書
かれ
てい
る
「
進
学
案
内
書」
を
詳
細

に
見
てい
くこ
と
は、
外から
見た
大
学の
姿
を
考え
る
う
えで
も
重
要な
意

味
を
持つ
もの
と
思
われ
る。また、

明
治
・大正
・
昭
和 、
そ
し
て
現
代ま

で
も
続く
「進
学
案
内
書」
も
先に
挙げ
た
『平
安人
物
誌
』の
よう
に、そ

の
時
代に
よっ
て、
その
目
的や
対
象と
する
読
者 、
ま
た
は
作成
者な
ど
に

変
化が
見ら
れる
ので
はない
だ
ろ
う
か。
本
稿で
はこ
の
ような
考え
から

「
進
学
案
内
書」
を
出
来る
限
り
一
点一
点
取り
上げ、
専
修
学
校に
関す
る

記
事を
分
析するこ
と
に
よっ
て「進
学
案
内
書」
を明
治
期の
書
籍
史
研
究

のな
かに、
そ
し
て
大
学
史
研究のな
かに
位置づ
けるこ
と
を
目
的と
する。

近年の童
霧史研
究は
従来の
作者・作品
論だ
けで
な
く、
販売
・流通・

流
布
・読

者など
様々
な
視
点から
書
籍
を
捉え
る
研究が
な
さ
れ
てい
る30

本
稿もそ
の
ような
視
点を
取り
入れ 、
また
菅
原
氏の
研
究に
も
依
拠しっ

て
少しで
も
新た
な
点
を
提
示で
き
れ
ばと
考え
てい
る40

2 .

明
治
期
に
お
け
る
進
学
案
内
書
と
私
立
学
校
の
設
立
状
況

こ
こ
で
は
明
治
期の
出
版
状況お
よび
「進
学
案
内
書」
の
位
置づ
け
につ

い
て先
行研
究に
依拠し
つ
つ、
確
認し
てお
くこ
と
と
する。
そ
の
後 、明

治
期に
お
ける官
公
私立の
高
等
教
育
機
関の
設立
状況
を、
本学の
前身で

あ
る
専
修
学
校
を中心に
述べ
てい
くこ
と
と
する。

先に
も
述べ
た
が
近年、
近
世書
籍史
研
究は
作
者
・作品

論だ
けで
な
く、

読
者や
流
通 、
販売といっ
た
視
点か
らの
研
究がな
さ
れ
てお
り、
そ
の
成

果と
し
て、
江
戸
時
代に
おい
ても三
都だ
けで
な
く、
広く
書
籍が
流
通さ

れ 、
地
方の
書
臨時や
貸
本屋に
よっ
て、
ま
た
は
村には
「
蔵
書の
家」
と
呼

ば
れる
書
籍
を収
集し
てい
た
庄
屋
層など
の
農
民た
ち
が
存
在し、
多く
の

人々
が
書
籍を読む
こ
と
がで
きた
とい
う
報
告もな
さ
れ
てい
る。
こ
の
よ

う
な
研
究
状
況 5
は、
こ
れ
まで
の
幕
末や
近
代に
なっ
て
新
聞
や
雑
誌な
ど

の
活
字メ
ディ
ア
の
発
達に
よっ
て全
国に
広まっ
ていっ
たと
い
う
よう
な

no
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認
識に
対し
て、
近
世に
おい
ても
出
版、
読
書は
全
国
的な
広ま
り
を
見せ

てい
た
とい
うこ
と
を
提
示した。

こ
の
よ
うな
近
世書
籍史
研究
を
踏ま
え
た
上で
、

永
嶺
氏は
「江
戸
時
代

の
読
書
状況と
近
代の
読
書
状
況と
が
根
本
的かっ
構
造
的に
まっ
た
く
異
質

の
も
ので
あ
る」 6とい
う。
そ
の
大
きな
違い
が
「
出
版
物流
通の
〈速
度〉

と
〈量〉」
で
あ
る
と
指
摘
する。
そ
の
要
因に
鉄
道の
出
現
があ
り、
書
籍

の
全国
的な
流
通
網の形成
が
明
治三十
年
代で
あ
ると
結
論づ
け 、
明
治三

十
年
前
後に
新
聞や
雑誌 、
書
籍が
そ
の
数
を
急
激に
増やす
理由は
「
中
央

活
字メ
ディ
ア
の
地
方進
出
攻
勢」
であ
る
と
述べ
てい
る。

一
方、
本
稿で
取り上
げ
る
「
進
学
案
内
書」
は
ど
の
よう
な
傾
向
を
見せ

てい
るだ
ろう
か。
菅
原
氏の
研究 7に
よると
現
在のとこ
ろ、
近
代に
入っ

て見ら
れる
「進
学
案内
書」
の
最初の
刊
行年は
明治十
六年
(一八
八三)

で
あ
る。
そ
し
て、
そ
の
種類、
量
は
明
治二
十
年
代、
さ
ら
に
明
治三十
年

代と
時
代
を
追うご
と
に
増え
続け
るこ
と
が
指
摘さ
れ
てい
る。
特に
明
治

三
十
年
代は
「進
学
案
内
書」
の
内
容にも
地
域的な
広が
り
を
見るこ
と
が

で
き、
全
国の
諸
学
校を
紹
介する
案
内
書が
登
場す
る。
例
を
挙げ
ると
書

名に
京
都、
近
畿な
ど
が
記さ
れ
た
村上
逸
雄
『
京
都
修
学
案
内
』(
山
中
勘

治
郎、
中
沢
達
吉
一
九
O二)
、

西
原
実
光
『近
畿
遊
学
便
覧
大
阪之
部
』

(近
畿
遊
学
便
覧
発
行所
一
九
O二)
な
ど
が
挙げ
ら
れ
る。

本
稿で
は
紙
面の
都合もあ
り、
今
回は
明
治三十
年
代の
「進
学
案内
書」

まで
立
ち
入るこ
と
はで
き
ない
が、「
進
学
案
内
書」
が
菅
原
氏の
定
義 守つ

け
た
よう
に
上
京し
て
学
問し
よう
と
した
青年
た
ち
に
向けた
も
のであっ

「進学案内書」 と専修大学 (ー)

た
な
ら
ば
、

当
然、「
進
学
案
内
書」
は
地
方に
まで
広く
流
通・
販
売
さ
れ

てい
る
必
要
性があ
る
だ
ろ
う。

菅
原
氏が
紹
介し
てい
る
正
宗
白鳥
の
文
章に
は
確かに
「こ
れ
か
ら
何
処

の
学校
へ
行こ
う
かと
、『遊

学
案
内
』な
ど
を
取り
よせ
て
考慮
し
な
が
ら、

他
郷
遊
学の
光
景
を
空
想
し
てい
る
の
は
楽
し
かっ
たで
あ
ろ
う。」 8とあ
る

よ
う
に、
当
時、
岡
山にい
た
正
宗が
「
進
学
案
内
書」
を
見
てい
たこ
と
は

こ
こ
か
ら
わ
かる。
し
か
し、
正
宗が
手に
した
「進
学
案
内
書」
が
岡
山で

販
売さ
れ
てい
た
も
の
かは
不明で
あ
る。
つ
ま
り正
宗の
言葉は
「
進
学
案

内
書」
の
読
者
側から
見る
場
合に
は
有
効な
史
料であ
る
が
、

販
売・
流通

の
側
面はこ
の
史
料から
見るこ
と
はで
き
ない。
本
稿で
取り
上げ
る
専
修

学
校に
も
後に
述べ
る
が、
学生の
多く
は
地
方から
笈
を
負う
ため
に
上
京

し
てきた
若
者た
ちで
あ
る。「
進
学
案
内
書」
の
読
者、
流
通 、
販
売
を
考

え
る
場
合は、
そ
の
よう
な
学
校
や
学
生
を
丹念
に
見
てい
く
必
要があ
るだ

ろ
う。
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も
う
一
点、こ
こ
で
確
認し
てお
き
たい
の
は、
明
治
期に
お
ける
教
育
制

度と
学校の
問
題で
あ
る。
当た
り
前のこ
とで
あ
る
が
「
進
学
案
内
書」
の

刊
行は
学校の
存
在あっ
てこ
そであ
る。
そこ
で
、

本
稿で
扱う
専
修
学
校

を
中心
にこ
の
時
期の
高
等
教
育
機
関につい
て
触れ
てお
く。

専

修学校が
設立さ
れたの
が
明治十
三
年
(一八
八
O)
のこ
とであ
る。

明
治十
年
代、
そ
し
て二
十
年
代に
は
多
く
の
私立
学
校、
特に
法
律
系の
私

立
学校が
創立
さ
れた。
そ
れ
は
明
治政
府が
法
制
を整
備する
ため
にこ
の

時
期、
法
律
家の
養成
を
必
要と
したこ
と
もあ
る
が、
明
治十
年
代になっ



て
高ま
り
を
見せ
る
自
由
民
権運
動も
一つ
の
要
因と
し
て
挙げ
るこ
と
がで

き
るだ
ろ
う。

明
治五
年
(
一八
七二) 、
森
有
礼に
よっ
て
「
学
制」
が
公
布さ
れ 、
近

代国
家と
し
て
初
等
教
育から
高
等
教
育まで
整
備し
た
国
民
教
育が
始まっ

た。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
以
前 、
例え
ば
明
治二
年
(
一八
六
九)
に
は
京
都に
お

け
る
初め
ての
小
学
校の
設
置 、
幕
末か
ら
続く
慶
慮
義
塾
をは
じめ
と
した

私
塾 、
郷
学校な
ど
が
存
在し
てお
り、
そ
れ
ぞ
れ
に
おい
て
教
育が
行われ

てい
たこ
と
は
言うまで
も
ない。

高
等
教
育
機
関と
し
ての
大
学
を
見
て
み
る
と 、
「
学
制」
公
布に
遡る
明

治二
年
には
東
京に
おい
て
昌
平
学
校
(旧
昌
平
坂
学
問
所)
を
大
学
校と
す

る
な
ど 、
初め
て「
大
学」
とい
う
名
称の
学校
が
生ま
れ
てい
る。
こ
の
大

学
校が
そ
の
後、
何
回かの
統
廃
合が
行われ、
明
治十
年
(
一八
七
七)
に

東
京
大
学が
誕生
する。

専修
学校の
「
創立主己巨
に
は
「官
立
学校ニ
入ラン
ト
欲シ
テ
能ハ
ス、

他ニ
適
当ノ
学校ヲ
求メ
テ
之ヲ
得ス、
終ニ
志ス
トコ
ロニ
従
事セ
サル
ヲ

致スハ 、
宣
惜ム
ヘ
キノ
至リ」 9
を
学校
設立の
理
由の
一つ
に
挙げ
てい
る。

つ
ま
り、
当
時、
高ま
りつ
つあっ
た
高
等
教
育を受け
たい
とい
う
人々
の

意
欲に
対し
て、
官
立
学
校だ
けで
は
そ
れ
を
賄うこ
と
がで
きない
ため
に

私立
学校
が
設立さ
れ
ていっ
た
とい
う
側
面も
見ら
れる。

「進
学
案
内
書」
が
明
治十
年
代に
生
ま
れた
背
景と
し
て、
こ
の
よう
な

高
等
教
育への
人々
の
要
求と
そ
れ
に
対する
かの
よう
に
数
を
増や
し
てい

く
私立
学
校の
設立
状況があっ
たこ
と
は
間違い
ない
だ
ろ
う。

3 .

『
東
京
諸
学
校
学
則
一

覧』

と
専
修
学
校

菅
沼
氏が
作
成し
た
「近
代日
本に
お
ける
進
学
案
内
書の
文
献目
録」
に

よ
る
と
最も
早い
「
進
学
案
内
書」
は、
明
治十
六
年
(
一八
八
三)
十
一

月五
目 、
小田
勝
太
郎が
編
集し、
英
蘭堂
から
発
行さ
れ
た
『東
京
諸
学
校

学
則一睦歪
で
あ
る。
こ
の
本は
現
在 、
国
立国
会
図
書
館にも
所
蔵さ
れ 、

そ
の
全
文は
デジ
タル
画
像
化さ
れ 、
「
近
代デジ
タル
ラ
イ
ブ
ラ
リー」
の

中で
見るこ
と
がで
きる。

本
書は
そ
の
書
名の
通
り、東
京
にあ
る官
立
学
校、
私
立
学
校や
私
塾の

学
則
を学
校
別に
取り上げ
た
も
ので
あ
る。
発
行の
目
的や
本
書の
内
容に

つい
ては
次に
挙げ
る
凡
例に
見るこ
と
がで
きる。

凡
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初忙

一
該
書ハ
当
時
府下
有
名ノ
官
私
諸
学
校ノ
学
科課
程
等ヲ
纂集セ
シ
者

ニ
シ
テ 、
則チ
各
地
方ヨ
リ
新一一
笈ヲ
負フ
者ノ
便益一一
供ス

一
該
書ヲ
分ツ
テ
三
冊トシ、
上
中二
冊ハ
専一フ官
立
諸
学
校、
下一
冊

ハ
専ラ
私
立
諸
校
・塾ノ

学
則ヲ
記
載ス

一
該
書ハ
専ラ
覧
者ノ
簡
便ヲ
旨トスル
ヲ
以テ 、
最モ
緊
要ナル
処ノ

ミ
ヲ
集
拾シ、
煩
雑
冗
長ノ
部
分ハ
之ヲ
賛セ
ス

編
者
識

明
治十
六
年三
月刊

こ
の
凡
例にあ
る
よう
に
『東
京
諸
学
校
学則一昨見
』は
明
治十
六年
当
時、



・

一明治十~二十年代を中心として一

東
京
府に
おい
て
有
名な官
公
私立の
学校の
学
科
課
程など
を
集め
た
も
の

で
、

そ
の
編纂の
意
図は
「
各
地
方ヨ
リ
新ニ
笈ヲ
負フ
者ノ
便益一一
供ス」

ため
であっ
た。
つ
ま
り、
全国
各
地か
ら
遊
学の
ため
に郷
里
を
出
てき
た

人た
ち
の
ため
に
役立つ
よう
にとい
う
願い
が
込め
ら
れ
てい
る。
そ
の
意

味で
も
本書は
明
治
期に
お
ける
「
進
学
案
内
書」
の
原型
とも号一早え
よう。

後に
述べ
る
が、
編
者であ
る
小田
自身も
広
島
県
福
山
市から
東
京へ
遊
学

し
てき
た
人
物であっ
た。

取
り上
げ
ら
れた
学校は
凡
例の
通
り、
上
巻に
は
五
校、
中
巻に
は十一

校、こ
こ
まで
が官
立
学
校で
あ
る。
そ
し
て
下巻に
は
私立
学校
また
は
私

塾が二
十
五
校
挙げ
ら
れ
てい
る。専
修
学
校
は
下巻の
九
番目にそ
の
名
前

を
見るこ
と
がで
きる。
ち
な
みに
八
番目に
は
明
治
法
律
学
校
(明
治
大
学

の
前身)
、

十
番
目に
「
東
京
英学
校」
(
青
山
学
院
大
学の
前身)
が
収
録さ

れ
てい
る。

「進学案内書」と専修大学 (ー)

そ
し
て
取り
上げた
学
則は
読
者が簡単
に
見るこ
と
がで
き
る
よ
う
に、

全
文
を
取り
上げ
る
ので
は
な
く、
大
切だ
と
思
われる部
分の
み
を
収
録し

たこ
と
が
わ
かる。

編
者で
あ
る
小
田
勝
太
郎
に
つ
い
て簡
単
に
述べ
る
な

本
書の
奥
付
に

「
本
郷
区
駒込
西
片
町十
番
地
(
現
文
京
区
駒込
西
片
町)
寄
留
・広
島
県
士

族」
と
あ
る
よ
う
に、
小
田は
文
久二
年
(
一
八
六二)
に
福
山
市
天
神
町

(
現
広
島
県
福
山
市
丸
之
内)
に
生
ま
れ
てい
る。
幼い
こ
ろ
か
ら
漢
学
を
学

び、
福
山
藩
校
・誠

之
館
を
卒業した
後、東
京
に
上
京し、
講
道
館
柔道の

創
始
者
・

嘉
納
治五
郎のも
とで
ド
イツ
学お
よび
柔道
を
学ん
だ。
小
田は

そ
の
後、
独逸
協
会
学
校
(
濁
協
大
学の
前身)
、

東
洋
哲
学
館な
どで
学ん

だ
後、
陸
軍
幼年
学
校、
東
京
高
等
師
範
学
校、
千
葉
県立
佐
原
中
学
校な
ど

多
く
の
学校で
漢
学や
柔道
教
育に
尽力
した
人
物で
あ
る。
晩年
は
上
海の

東亜
同
文
書
院(
愛
知
大
学の
前身)
、

母
校
・誠之

館で
も
教
鞭をとっ
た。

本
書が
刊
行さ
れた
明
治十
六年
は
小
田が
ま
だ二
十二
才の
時であ
り、

講
道
館に
おい
て
嘉
納
治五
郎から
教え
を
受け
てい
る
時
期で
あっ
た。
小

田が
故
郷
福
山から
東
京に
出
てき
た
の
は
本書
刊
行の
わ
ず
か
一
年
前のこ

とであ
る。
東
京に
出
てき
た
ば
か
りの
小田が
ど
の
よう
に
し
て
本書の
編

纂
を
行っ
た
かは
不明であ
る
が、
自
身の
経験
から
地
方出
身
者の
ため
に

「進
学
案
内
書」
の
編
纂
を思い
立っ
た
の
かも
知れ
ない。

出
版人お
よび
発
行
所に
つい
てであ
る
が、
奥
付に
よると
出
版
人は
日

本
橋区
馬
喰町二
丁目五
番
地
(現
中央
区日
本橋
馬
喰
町)
、

東京
府平民
・

島
村
利
助、
発
免
書
林は
本郷区
春木
町三
丁
目一
番地(現
文
京区
本
郷
γ

英
蘭堂
支
屈と
なっ
てい
る。
国
立
国
会図
書
館
蔵
書
検
索シ
ス
テム
から
出

版
者の
項目に
「
英
蘭堂」
と
入れ
て
検
索すると、
百
四十
三
件出
てく
る。

刊
行年
を
見ると
明
治三
年
(一
八
七
O)
の
も
の
が
最も
古く、
最も
新し

い
も
の
は
大正十
一年
(一
九二
二)
に
刊ノ付し
てい
る。
出
版
物と
し
ては

医
学
・

薬学
・化

学
関
係の
も
の
がほ
と
ん
どで
、『東

京
諸
学
校
学
則一
覧
』

は
英蘭堂が
発
行した
書
籍の
な
かで
も
異
彩
を放っ
てお
り、
国
立国
会
図

書
館が
所
蔵
する
英
蘭
堂
発
行の
書
籍の
う
ち
、「

進
学
案
内
書」
は
本
書の

みであっ
た。
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次に
専修
学
校の
部
分
を
見
てい
こ
う。
次に
挙げ
る
史
料は
本書にあ
る



「
専
修
学
校
規則」
の
全
文
を
抜き
出し
た
も
ので
あ
る。

専
修
学
校
規則

教
授ノ
事

一
本校ノ
教
授ハ
都テ
講
義ヲ
以テス

一
修
学
期ヲ二
年トシ
一
年
ヲ
分ツ
テ二
期ト
ナス

第
一
期
九
月十
六
日ヨ
リ十
二
月二
十
五
日マ
テ

第二
期
一
月十
五
日ヨ
リ
六
月三十
日マ
デ

一
毎
月第一ノ
日
曜日ニ
於テ
討
論
会ヲ
関キ
生
徒ヲシ
テ
講
習セ
シ
メ
、

第三ノ
日
曜日ニ
於テ
特別
講
義ヲ
ナスヘ
シ

一
臨
時
講
義ハ
杉
亨二
、

鳩
山
和夫
等ノ
諸
君ニ
嘱ス

一
授業
時
間ハ
時宜ニ
応シ
テ
之レ
ヲ
定ムベ
シ
、

尤モ
各
級一
週
二八

時
間ヨ
リ
少ナカ
ラズ

但シ
、

当
分
午
後三
時
半ヨ
リ
五
時
半マ
デ
ヲ
経済
科トシ
、

六
時

十
五
分ヨ
リ
八
時
半マ
デ
ヲ
法
律
科ト
ス

一
生
徒ヲ
分ツ
テ
本
員
・

別
員ノ
二
種ト
ス
、

本
員ハ
都ベ
テ
教
則ニ
従

ツ
テ
学ブモ
ノニ
シ
テ 、
卒
業ノ
節ハ
其証
書ヲ
授
与ス
、

別
員ハ
必

ズシモ
教
則ニ
従フ
ヲ
要セ
ス
、

故ニ
卒
業証
書ヲ
与ヘ
ズ

一
毎
期
小
試
験ヲ
ナシ
、

毎年
大
試
験ヲ
ナシ
、

及
第セ
サル
者ハ
元
級

ニ
留ム第

一年

第
一
期

法
律初
歩

契
約
法

代理
法

憲
法

刑
法
大意

訴訟
演
習

第二
期

同

私
訴
犯
法

訴訟
演
習

受
托
法

身
分
法

契
約
法

売
買
法

組合
商
業並
会
社
法

第二
年

第
一
期

海上
法

海上
保
険
法

治
罪
法

日
本
刑
法

第二
期

海上
保
険
法

流
通
証
書ノ
法

万国
公
法

訴訟
演
習

訴
訟
法

法理

同

法理

証
拠
法
仏国
契
約
篇

訴
訟
演
習

海上
法

訴訟
法

立
法
論

入
校
退
校ノ
事

一
毎年
九
月ヲ
以テ
入校ノ
期トス

但シ
、

臨
時
入
校ヲ
請フモ
ノハ
之レ
ヲ
許ス
ト
離トモ
、

試
験ヲ

経ザレパ
本
員タル
ヲ
得ズ

一
年
齢
満十
八
年
以
上ニ
ア
ラサレハ
入校ヲ
許サス

但シ
、

公
私ノ
中学ヲ
卒
業セ
シ
者ハ
此
限一一
ア
ラズ

一
入
校セ
ン
ト
欲ス
ル
モ
ノハ
塾
監
局へ
申出、
其
許
可ヲ
得パ
書
式ノ

如ク
入校
証ヲ
認メ
、

東
京
住ノ
父
兄
若シ
クハ
世
話
人ニ
テ
身
元
確

カ
ナル
者ヲ
以テ
保
証
人ト
ナスヘ
シ
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売
買
法

一
退
校セ
ン
ト
欲スル
ト
キハ
、

其
旨
塾
監
局へ
申出ツヘ
シ
、

然ル
ト

キハ
幹
事ヨ
リ
保
証
人へ
入校
証ヲ
返
却スヘ
キ
ガ
故-一
、

之ヲ
以テ



退
校ノ
証ト
ナスヘ
シ

一
断リナ
ク
欠
席二ヶ
月以
上ニ
至レハ
退
校ト
見
倣シ
、

入
校
証ヲ
返

却スヘ
シ

二
旦
退
校シ
再ヒ
入
校ヲ
請フ
時ハ
、

新
入ト
同
様ノ
手
続ヲ
経へ
シ

学
費ノ
事

一
入
校スル
モ
ノハ
束
修トシ
テ
金
一
円ヲ
納ムヘ
シ

一
月
謝ハ
金
一
円、
但シ
二科兼
修
ノモ
ノハ
一
円五十
銭、毎
月
ノ
初

メ
三
日
内ニ
納ムへ
シ

一明治十~二十年代を中心として一

一
毎年十
一
月ヨ
リ
四
月
迄、
校
中
雑
費トシ
テ
一ヶ
月金十
五
銭ヲ
納

ムヘ
シ

一十
五
日
以
前一一
入
校スル
モ
ノハ
月
謝校
費ノ
全
額ヲ
納メ
、

十
五
日

以
後ハ
其ノ
半額ヲ
納ムヘ
シ

一
止ム
ヲ
得サル
事故ア
リテ
一
月以
上
欠
席ス
ル
ト
キハ
、

前以テ
其

旨塾
監
局へ
申シ
出ヅレバ
、

再ヒ
出
校ノ
月迄ハ
月
謝
校
費ヲ
納ム

ルニ
及ハ
ズ

「進学案内書」と専修大学(一)

一
仮
令
欠
席
月
余ニ
至ルモ 、予

メ
其
旨
申
出ザレバ
常
額ノ
月
謝校
費

ヲ
納ムへ
シロ

こ
の
「
専
修学校規
則」
(以
後、「規
則」
と
する)
を
詳しく
見る
前に、

園
撃
院
大
皐
図
書
館
所
蔵
梧
陰
文
庫に
は
明
治十
六
年
三
月に
刊
行さ
れ
た

『
専
修
学
校
一
覧
』とい
う
冊
子が
所
蔵さ
れ
てい
る。こ
の
冊
子の
内
容に

つい
ては
「《
史
料
紹
介》
専
修
学
校
学
則
沿
革
(
一)」
(
本
書
所
収)
で

も
取り
上げ
てい
る
が
、

専
修
学
校の
「規
則」
「
教
旨」
「
教
則」
「
入
校
退

校」
「
学
費」
「
雑則」
「
校
員」

(以
下 、こ
れ
ら
を
総
称し
て「
学
則」
と
す

る)
な
ど
が
収
録さ
れ
てい
る。
明
治十
六年十
一
月に
民
間の
書
騨か
ら
刊

行さ
れた
『東
京
諸
学
校
学
則
一
覧
』に
収
録され
てい
る
「規
則」
と、
そ

れ
に
先
立つ同年
七
月に専
修
学
校が
刊
行した
『専
修
学
校
一
覧』
に
収
録

さ
れ
てい
る
「
学
則」
を
比
較
するこ
と
は、
進
学
案
内
書で
あ
る
『東
京
諸

学
校
学
則
一
覧
』の
記
載
内
容が
どこ
まで
正
し
かっ
た
の
か
を
検
討する
上

で
重
要な
意
味
を
持つ
と
恩
われ
る。
そこ
で
、両

者の相違

点
を見
てい
く

が
、「

学
則」
全
文は
「《
史
料
紹
介》
専
修
学
校
学
則
沿
革
(
一)」
に

(
史
料2)とし

て掲
載し
てい
るので、
そち
ら
を
参照し
てい
ただ
きたい。

「規
則」
は
「
学
則」
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期に
刊
行さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

い
く
つ
かの
相違
点
を
見るこ
と
がで
きる。そ
の
違い
を
箇
条
書き
に
し
て
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左
に
挙げるこ
と
と
する。

①
修垂木年
限が
「規
則」
で
は二
年、「
学
則」
で
は三
年と
なっ
てい
る

②一
学年
を二
期と
し
てい
るこ
と
は
同じであ
る
が、
二
期日
程が
「規

則」
は
一
月十
五
日
i

六
月三
十
日、「
学
則」
で
は
一
月十
六
日
i

七

月十
日となっ
てい
る

③「
学
則」
に
ない
、

臨
時
講
義の
講
師の
名
前が
挙がっ
てい
る

④
「
学則」
で
は
「
員
外生」
とい
う
名
称が
「規
則」
で
は
「別
員」
と

なっ
てい
る

⑤
「規
則」
で
は
期
末
試
験
を
「
小
試
験」、
学年
末
試
験を
「
大
試
験」



と
い
う
名
称に
し
てい
る

⑥
講
義内
容に
大き
な
違い
が
見
ら
れる。
さ
ら
に
「規
則」
で
は
法
律
科

の
みの
講
義
内
容が
書かれ
てお
り、
経
済
科の
講
義内
容がない

⑦
「
学
則」
に
ない
十
五
日
以
前以
後
入
学
者の
月
謝
納
付金の
違い
が
書

か
れ
てい
る

③
「
学
則」
に
ない
一ヶ
月以
上の
休校に
関する規
定が
書か
れ
てい
る

⑨
「規
則」
に
は
寄
宿 、
休
業日な
ど規
定が
省略さ
れ
てい
る。

少し
細か
くはあ
るが、
以
上の
相違
点を
挙げ
てみた。
こ
の
内、
⑨の

よ
う
に
「
学
則」
にあっ
ても
「規
則」
に
ない
とい
う
点は、
「
凡
例」
に

もあ
る
よう
に
編
者が
意
図
的に
省
略したこ
と
が
考え
ら
れる。

こ
の
中で
一
番
大き
な
相
違
点は
修語木年
限の
違い
であ
ろ
う。こ
の
時期、

多
くの
私
立
学
校は
修吾ポ年
限を三
年
間と
し
てい
た。
進
学
希望
者にとっ

て
修垂木年
限は
大き
な
問題だ
っ
たと
思
われ
る。
こ
の
ような
修語木年
限の

間
違い
は
本
来、
「
進
学
案
内
書」
に
おい
て
必
要と
さ
れ
る
学
校
情
報と
し

ては
大き
な
不
備があっ
たと
言っ
てよい
だ
ろ
う。

で
は、
こ
の
間違い
は
一
体どこ
から
来た
の
だ
ろ
う
か。実は
専
修
学
校

の
修
業年
限は
設立
当
初 、
二
年
間で
あっ
た。
修
業年
限が三
年
間に
変
更

さ
れた
の
は
本
書が
刊
行さ
れ
た
わ
ず
か
四ヶ
月
前の
明
治十
六年
七
月のこ

と
であっ
た目。
凡
例が
書か
れ
た
の
は
明
治十
六
年
三
月のこ
と
で
あ
り、

編
者で
あ
る
小田は
専
修
学校のこ
の
時
期の
最
新の
学則、
つ
ま
り「
学則」

か
らで
はな
く 、
そ
れ
以
前の
学
則
を
取り
上げ
たと
思
わ
れる。

さ
ら
に、
こ
の
修
業年
代の
相
違
点か
ら
考え
ら
れ
るこ
と
は、
『東
京
諸

学
校
学
則一
書
収
録さ
れた
学
校
情
報は、
少な
くと
も
専
修
学
校につい

ては
専
修
学
校
側が
提
供した
もので
はな
く 、
小田
自らが
どこ
か
ら
か
収

集した
も
の
を
編
纂したと
思
われる。専
修
学
校が
提
供したも
ので
あ
る

な
ら
ば 、
修
業年
限が
違う
古い
学
則
を
提
供すると
は
考え
に
くい。
つ
ま

り、
『東
京
諸
学
校
学
則一
覧
』は
収
録さ
れた
学
校がほ
と
ん
ど
関
与
する

こ
と
な
く 、
編
者も
し
くは
版元が
独
自に
刊
行した
「
進
学
案
内
書」
と
言

え
る
ので
はない
だ
ろ
う
か。

相
違
点につい
ても
う一
つ
注
目
すべ
き
は、
経
済
科のカ
リキュ
ラム
が

記
載さ
れ
てい
ない
点で
あ
る。
当
時の
専
修
学
校
を、
少な
くと
も
『東
京

諸
学
校
学
則一
覧
』の
編
者・
小
田は
法
律
専
門
学
校と
し
て
見
てい
たこ
と

が
わ
かる。
そ
し
てこ
の
本を
見た
読
者も
本
学に
経
済
科があっ
たこ
と
は

「規
則」
か
ら
は
まっ
た
く
わ
か
ら
ない。
こ
こ
か
ら
は、
本
学が、
当
時
相

次い
で
設立さ
れた
私立
法
律
学
校の
一つと
し
てし
か
見られ
てい
な
かっ

たこ
と
可
能
性があ
るこ
と
が
わ
かる。
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4 .

『
東
京
留
学
案
内

完』

に
み
る
専
修
学
校

明
治十
八年
(
一八
八
五)
七
月十
日に
出
版
人
・

和田
篤
太
郎か
ら
刊
行

さ
れた
『東
京留
学
案
内
完
』に
つい
ては
菅
原
氏に
よる
分
析が
な
さ
れ

てい
る
な

そ
れ
に
よると本
書
の
価
格は
定
価二
十
銭、
全
九十
四
頁か
ら

なっ
てい
る。
そ
の
内
容につい
ては、
国
立国
会
図
書
館
「
近
代デジ
タル

ライ
ブ
ラ
リー」
で
全
文
をデジ
タル
画
像と
し
て
見るこ
と
がで
きる。

編
者で
あ
る
下
村
泰
大はそ
の
奥
付に
よると
埼玉
県
平
民と
あ
る
が、菅



原
氏も
ど
の
ような
人
物か
は
記
し
てい
ない。
下
村の
業
績は
本
書の
刊
行

さ
れ
た
わ
ず
か
四ヶ
月
前、
明
治十
八
年
三
月に
泰
盛
館
よ
り
刊
行さ
れ
た

『西
洋戸
外
遊
戯
法
』とい
う
書
籍か
らも
見るこ
と
がで
きる。『西
洋戸
外

遊
戯
法
』は
明
治十
六
年
に
東
京
大
学で
教
鞭
をとっ
てい
た
F
・w
・ス
ト

レ
ンジ
が
書い
た
『ア
ウト
・ドア
・ゲlム
ズ
』を
翻訳したも
のであ
る。

一明治十~二十年代を中心として

『ア
ウ
ト
・ド
ア
・ゲlム
ズ
』は
野
外ス
ポ
ー
ツ
の
実
際
を
紹
介し
た
も
の

で
、

下
村は
『西洋戸
外遊
戯
法
』に
おい
てベ
ース
ボ
ール

を「
打
球鬼ごっ

こ」
と
訳
すな
ど、
近
代日
本ス
ポ
ー
ツ
史
研究で
は
よく
使
用さ
れ
る
文
献

を
書き
残し
てい
る。

菅
原
氏が
本
書で
特に
注
目し
てい
る
点が
本
書の
一
番
最
初に
編
者
・下

村
泰
大の
手に
よっ
て書かれ
てい
る
「
留
凶孟旬ノ
注意」
で
あ
る。
こ
の
文

章は
東
京の
私立
学
校
へ
入
学
を
志
す
者への
注
意
書きで
あ
る。
明
治
期に

お
け
る
私立
学
校の
分
析は
本
稿の
目
的の
一つで
あ
り、こ
の
注
意
書には

当
時の
私立
学校の
様
子やど
の
よ
う
に
見
ら
れ
てい
た
かが
よく
わ
かる
内

容で
あ
る
ため
、

かな
り
長
文で
はあ
る
がこ
こ
に
引
用
するこ
と
と
する。

「進学案内書」と専修大学(ー)

O留
学
者ノ
注
意

地
方ヨ
リ
遠ク
笈ヲ
負フ
テ 、
都
下ニ
遊
学セ
ン
トスル

者ノ
必
得ベ
キ

コ
ト

種々
アリ 、
是
等ノ
事柄ヲ
一
向ニ
頓着セ
ズシ
テ、
只
一
東京
々

トノ
ミ
口ニ
称へ、
心ニ
思ヒ
、

東
京サへ
出レパ
袖手ヲ
居ル
モ
、

大

学
者一一
成ラル\
如ク
考フルハ
大ナル
誤
解ニ
シ
テ、
往々
費
用ト
時

日ト
ヲ
空シ
ク
損毛シ
去ル
ノ
ミニ
止マ
ラズ
、

甚シ
キハ
将
来ノ
目
的

ヲ
誤
リテ 、
復タ
如
何トモ
スルコ
ト

能ハ
ス
、

鵠
鴻ノ
志ハ
忽チ
変シ

テ、
燕
雀ノ
志ト
ナ
リ 、
勇
敢頴
進ノ
気
象ハ
忽チ
挫ケ
テ 、
怯
儒
卑屈

ノ
気
象ト
ナルニ
至ル
、

蓋シ
一日ノ
計ハ
鶏
鳴ニ
在リ 、
一年ノ
計ハ

春
季ニ
在リ 、
一
生ノ
計ハ
少壮ノ
時ニ
ア
リトハ
古人ノ
名教ニ
シ
テ、

復タ
動力ズ
可カ
ラサル
ノ
金
言ナ
リ 、
然ルニ
有
為
嘱望ノ
少年ニ
シ

テ、
一
朝
自己ノ
処
身ヲ
誤マ
ル
カ
為メニ
、

不
測ノ
災
害一一
陥イル
ノ

不
幸ヲ
来スハ
、

亦タ
悲シムベ
キ
ノ
事ナ
ラス
ヤ、
而シ
テ
此
不
幸ヲ

止ムベ
キ
手
段ハ
種々
ア
リ卜
錐トモ
、

弦一一
概
括シ
テ
其
要
件ヲ
挙レ

パ
、

第
一、
事ノ
得
失ヲモ
考ヘ
ズ
シ
テ 、
妄リニ
東
京ニ
遊
学セ
ン
ト

スル
ノ
志ヲ
圧
へ、
地
方ニ
在テ
学ビ
得ベ
キ
丈ハ
、

成ルベ
ク
地
方ニ

ア
リ
テ
実力ヲ
養
成スベ
キ
事、
第二
、

既一一
遊
学セ
シ
後ハ
、

確立
不

亦矢ノ
目
的ヲ
定メ
、

旦
終
始
其進
路ヲ
維
持スル
事、
第三
、

学
校ヲ
撰

ム
事、
第四、
遊
惰
放
蕩一一
流レ
ザル
事、
第五、
摂生ニ
注
意スベ
キ

事等是レ
ナ
リ 、
然レ
トモ

此
書
特ニ
其
第三ニ
就キ
、

少年ノ
心
得ト

ナルベ
キ
事項ヲ
掲載スル
ヲ
主トスル
ヲ
以テ 、
今
他ハ
暫ラク
汁紘一一
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省キ
ス

方
今
我国
文
化在
盛ノ
域ニ
進
歩シ
、

全国
到ル
所卜シ
テ
学
校ノ
設ケ

ア
ラザルハ
ナ
ク
砂曙ノ
朗々
タル
ヲ
聴カ
ザル
ナキニ
至リ
タルハ
、

亦
甚ダ
喜ブベ
キ
ノ
事ナ
リ 、
殊ニ
東
京ハ
全国ノ
主
府ニ
シ
テ
政
令
・

法
度ノ
之ヨ
リ
出ル
所、
民
庶
衆多、
市
街
股
富
実ニ
諸
般ノ
人生
事
業

ニ
取リテ
最モ
便
利ノ
中
枢ト
謂ツベ
シ
、

随一ア
教
育ノ
田
園、
則チ
学

校ニ
至テモ
其
数
甚ダ
多ク、
大
学
・

専門
学
校
・中

学
校
等
各所一一
釜



立シ、
小
学校ノ
如キハ
数
百十
ノ
多キニ
至ル 、
則チ
我国
文
学ノ
淵

薮ト
日フモ 、
決シ
テ
其虚ナ
ラザル
ヲ
知ル
ナ
リ 、
出旦
亦盛ナラズ
ヤ 、

然レ
トモ
退テ
其
学
校
部
内一一
就キ一
々
調査スル
ト
キハ 、
往々
教
育

ノ
真
面目ヲ
失セ
ル
モ
ノ
ナシ
ト
云
可カ
ラス、
蓋シ
官
立、
若シ
クハ

公立一一
属スル
モ
ノハ
無
論
憂
慮スベ
キ
者ナシ
ト
難トモ 、
新
設ノ
私

立
諸
学
校
中一一
ハ
往々
其
設
立
目
的 、
一
ニ
射
利ノ
点ニ
ア
リテ 、
復タ

世
益ノ
如
何ハ
措テ
問ハ
ザル
モ
ノ
ア
リ 、
若シ
誤テ
此
等ノ
学校-一
入

ル
トキハ 、山豆遠ク
笈ヲ
負フ
テ
都下一一
来学スル
モ
ノ、
利ナ
ラン
ヤ 、

殊ニ
晩
近
甚タ
驚クベ
夕 、
又タ
恐レベ
キ
弊
風ノ
生ゼ
シ
実況ヲ
見ル

ノ
不
幸一一
際
会セ
リ 、
今左一一
其
事
実ヲ
挙テ
読
者ノ
注意ヲ
喚起セ
ン

トス頃日
府
下ニ
於テ 、
何
学
院、
若クハ
何
学
館ト
称シ、
新ニ
大
館
大
校

ヲ
建
築シ、
大一一
生
徒ヲ
募
集スル
如キ
有
様ヲ
諸
新
聞一一
広
告シ、
或

ハ
此
度一一
限リ
無
束
僑ニ
テ
生
徒
若
干
名ヲ
限リ 、
入
学ヲ
許ス
ト
力 、

又ハ
院
学
生
徒、
地
方
独
習
員ヲ
募
集スル
ナ
ド 、

広
大ニ
宣
告シ、
巧

ニ
其虚
勢ヲ
張ラン
トス
ル
モ
ノア
リト
雄トモ 、
実
際
其
校ニ
就キ
テ

之レ
ヲ
見レハ 、山豆
図-フン
ヤ 、
小
嬢ナル
下
宿屋ノ
二
階ニ
シ
テ 、
其

職
員ハ
先
生
兼
取
次一
人アル
ノ
ミ 、
其規
則ヲ
問ヘパ 、
本
館
別
課
学

云々
ノ
活版
摺リ一
紙ヲ
携へ
来テ
示サル 、
因テ
顧テ
其
本
科ヲ
間ヘ

パ 、
其
答
辞
誠一一
暖
昧一一
シ
テ 、
或ハ
更ニ
解スモ
ノ
ア
リ 、
蓋シ
本
科

ナル
モ
ノハ
実ニ
有ルコ
ト
ナ
クシ
テ 、
其
広
告ハ
雷ニ
世
人ヲ
臓
着シ

テ 、
億
倖ノ
利ヲ
射ラン
ト
欲スル
ノ
狭
滑手
段ニ
出ル
ノ
ミ
故ニ、
地

方ノ
少年
東
京一一
来リテ
某学ノ
学
校ニ
入ラン
ト
欲スル
者ハ
各
自
其

校ニ
就キ
丁
寧反
複
其
詳
細ノ
規
則ヲ
承
合シ、
且ツ
能ク
其内
部ノ
事

実ヲ
穿撃スルニ
非ザレハ 、
往々
校
滑
者ノ
陥
穿一一
陥ヰル
ノ
災
害一一

懸ルコ
トアル
ヲ
以 、
始テ
都
下一一
遊
学スル
者ナ
ドハ

殊ニ
此
点ニ
注

意スベ
シ、
又
到
底
地
方一一
在テハ
独
習スル
能ハ
ザル
学
科ヲモ
独
学

ノ
出
来ル
様宣
言シ、
且
予メ
一
時一一
若
干ノ
教
授料ヲ
領
納シ
テ
后チ 、

言ヲ
食ミ 、
其
事ヲ
実
行セ
ズ 、
或ハ
新一一
学校ヲ
設
置シ
テ
外国
人
何

某ヲ
聴シ
テ 、
今
般生
徒
若
干
名ヲ
限リ
募集スル
ナ
ド

宣
言シ、
偶々

来
訪スル
者アレハ
得タ
リ
顔ニ
テ
幾人ニ
テモ
引
受 、
先ツ
束
備金ヲ

領
収セ
リ 、
後
幾日
ヲ
経ル
モ
開校スル
ノ
期ナ夕 、
尚
甚シ
キハ
地
方

ヨ
リ
出
京シ
テ
始テ
入
学スル
少年ナ
ドハ 、

一ヶ
年
位ノ
学
資ヲ
其校

ノ
幹
事一一
依
托シ、
以テ
授
業ノ
始マ
ル
ヲ
侠ツ
ト
雄 、
荏
再日
月ヲ
経

過シ、
猶
開
校セ
ザル
ヲ
憤リ 、
退
校ヲ
乞ヒ 、
且
其
依
托セ
シ
学
資金

ヲ
償
還セ
ンコ
ト
ヲ
要
求スル
モ 、
彼レ
遁
辞ヲ
設ケ
テ 、
其
償還ヲ
惰

リ 、
之レ
ガ
為一
二一国生タル
者進
退
是レ
谷マ
リ 、
大一一
迷
惑ヲ
来ス
者

ア
リ 、
実ニ
不
都
合
千
万ノ
次
第ナ
ラス
ヤ 、
蓋シ
丁年
未
満ノ
者ハ
学

資ヲ
坐
右一一
置クハ
却テ
誘況ノ
主
因ト
ナ
リ 、
怠
惰
放
蕩一一
陥ヰル
ノ

患アル
ヲ
以テ 、
之レ
ヲ
在
京ノ
親
戚 、
或ハ
学校一一
預ケ
置クハ
甚タ

宜シ
キ
事ナ
リト
雄モ 、
前
燦述ル
如キ
不正ノ
学
校
往々
之レ
ナキ
ヲ

保スル
不
能ヲ
以テ 、
能々
注
意
ど
丈
夫レ
等ノ
学
校ニ
入ラ
ザル
ヲ

可トス、
但シ
有名ナル
大塾ノ
如キハ
校
礎堅
確 、
且ツ
幼年
校モ
ア

リ 、
学
資預リノ
方
法モ
整
頓セ
ル
ヲ
以テ 、
此
等ノ
学校一一
入
学セパ 、
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直チニ
其手
続ヲ
経テ 、
学
資金ヲ
其
校ニ
預クル
ヲ
宜シ
トス

以上、
私立
学
校ニ
入ラン
トスル

者ノ
為ニ
参
考卜
ナルヘ
キ
特
種ノ

注
意ヲ
記セ
リ 、
以
下
余
輩ノ
現ニ
熟
知セ
ル
公
私
諸
学
校規
則ヲ
列
記

シ
テ
覧
者ノ
看
考ニ
供セ
ン
トス
、

但シ
此
書ニ
記スル
所ノ
者ハ
官
公

立ハ
勿
論 、
私立ト
雄モ
世人ノ
一
般ニ
優
良
適
好ノ
学
校トシ
テ
信
用

スル
所ノモ
ノニ
シ
テ、
且
在
学
生
徒ノ
員
数モ
亦
他一一
比シ
テ
多
数ナ

ル
所ナ
リ 、
此
他
猶
私立ノ
漢
洋
数
学
等
諸
他ノ
学
舎甚タ
多シ
卜

難モ

紙
数
限リアル
ヲ
以テ
弦ニ
省ク日

一明治十~二十年代を中心として

お
断りした
通
り、
長々
と
した
引
用になっ
た
が、
当
時の
私立
学
校の

状況
を
見る
上で
は
大
変
重
要な
史
料で
あ
る。
ま
ず
最
初に、
上
京し
て学

ぶ
若
者た
ち
の
心
得が
蕩々
と
述べ
ら
れ
てい
る。
現
在の
大
学生にも十
分

当
ては
まる
訓
辞と
言え
よう。
こ
こ
に
は
官
原
氏の
言う
ように
「
指導
書」

と
し
ての
側
面
を十
分に
見
て
取るこ
と
がで
きる。

そ
し
て、
も
う
一
点は
当
時の
私立
学
校の
状況で
あ
る。
明
治十
年
代か

ら
急
激にそ
の
数
を
増や
し
てい
く
私
立
学
校が官
公
立
学
校に
比べ
て、
そ

の
拠るべ
き
基
盤の
薄さ
から
か、
かな
りい
い
加
減な
学
校が
多
かっ
たこ

と
が
強
調さ
れ
てい
る。
特に
新
設の
私立
学
校には
利益
を
目
的と
し
て
設

立
さ
れた
学
校も
多く、
せっ
か
く
志
を
持っ
て上
京し
てきた
若
者に
対し

て、
十
分な
下
調べ
が
必
要で
あ
るこ
と
を
執
劫に
述べ
てい
る
ので
あ
る。

新
聞
広
告や
雑
誌
広
告も
当
てに
は
な
らない
と
も
言う。
確か
に
多く
の

私立
学
校は
新
聞や
雑
誌に
積
極
的に
広
告
を出
し、
生
徒の
募
集
を
行っ
て

「進学案内書」と専修大学(ー)

い
た。
専
修
学
校も
開
校
式に
先立つ
明
治十
三
年
八
月十
日の
『東
京
日日

新
聞
』に
次の
よう
な
広
告
を出し
てい
る。

今
般
同志
相
謀テ
専門
学
校ヲ
設
立シ
、

先ツ
経
済
学
・法

律学ノ二
科

ヲ
置キ 、
来
九
月ヨ
リ
講鐙ヲ
開キ 、
邦語ヲ
以テ
教
授ス
、

有志ノ
諸

君ハ
九
月十
日
迄一一
左ノ
処へ
御
来談アレ

芝
区三
田
四
丁
目三十
三
番地

京
橋
区
南
紺屋町十
一
番地

神田
錦
町一
丁
目六
番
地
元攻
法館

小
石川
区
金
富
町四十
六
番
地

経
済
学
教
員

田尻
稲
次
郎

法
律
学
教
員

津田
純
一

目
賀田
種
太
郎

高橋一
勝

京
橋
区
木
挽町

二
丁
目十
四
番地
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山市附内

H.h出前

津田
純
一

相
馬、水
胤

山
下
雄太
郎

駒
井
重
格

駒
井重
格

相
馬、水
胤

金
子堅
太
郎

山
下
雄太
郎
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専
修
学
校凶こ

の
よ
う
な
広
告
は
専
修
学

校
に
限
ら
ず
、

多
く
の
私
立
学

校
に
お
い
て
生
徒
募
集
の
た
め

の
一
つ
の
手
段
と
し
て
行
わ
れ

し
か
し
編

者
・

下
村
は
そ
れ
す
ら
も
決
し

て
当
てに
な
ら
ない
と
述べ
る。

てい
た
の
で
あ
る。



逆に
言え
ば 、
本
書の
内
容がい
かに
正
確
を
期し
てい
る
か、
また
本
書で

取り
上
げた
私立
学
校は
大
丈夫であ
る
とい
うこ
と
を
言っ
てい
る
と
も
言

え
よう。

も
う
一ぃ口… 、
こ
の
史
料
か
ら
わ
か
る
の
は
明
治十
八
年
当
時に
は
や
くも

「
地
方
独
習
生」
を
募
集し
てい
る
私立
学校
が
数
多
くあ
る
と
い
うこ
とで

あ
る。
こ
れ
まで、
私立
学校に
おい
てこ
の
よう
な
通
信
教
育制
度
を
最
初

に
取り
入れ
た
の
は
英吉
利
法
律
学
校
(
中
央
大
学の
前身)
で
あ
る
と
言わ

れ
てい
たげ
が、
今
後はこ
の
件に
つ
い
ても
考え
直し
てい
く
必
要があ
る

かも
知れ
ない。

次に
本書の
出
版
人であ
る
和田
篤
太
郎につい
て簡単
に
述べ
る
と 、
和

田
は
安政
四
年
(
一八
五
七)
に
岐
車県
不
破
郡
荒
川
村に
生
ま
れた。
号は

鷹
城 。
巡
査
を
経
て、
明
治十
一年
(一
八
七八)
に
神田
和
泉
町で
書
籍の

小
売
兼
行
商を
営み、
明
治十
五
年、
雑
誌
「
新
小説」
を
発
刊、
現
在も
続

く
春
陽堂
書
屈と
し
て出
版を
始め 、
近
代
文
学の
発
展に
貢
献した
人
物で

あ
るmo

こ
の
『東
京留
学
案
内
』は
刊
行の
わ
ず
か三ヶ
月後の
明
治十
八年十
月

に
は
改
訂
版と
し
て
『増
補
東
京留
学
案
内
』が
刊
行さ
れ
てい
る。
こ
の

増
補版で
は、
先に
挙げ
た
「留
学生ノ
注意」
は
幾
分短
くな
り、
現
在の

私立
学
校に
対する
警
鐘も
少な
くなっ
てい
る。
こ
のこ
と
が
何
を
指
すか

は
よ
く
わ
か
ら
ない。
専
修
学
校の
記
事は
増
補
版も
ふ
くめ
て左の
よう
な

も
ので
あっ
た。

(
初
版)O

専
修
学
校

本
校ノ
教
授ハ
都テ
講
義ヲ
以テス

本
校ノ
教
授スル
所ノ
学
科ハ
法
律
学
・

経
済
学ノ
二
科トス、
生
徒ヲ

?
分ツ
テ
本員
・

別
員ノ
二
種トス

束
修
金
一
円

月
謝
金
一
円

但シ
二
科
兼
修ノ
者ハ
一
円五十
銭ヲ
納ムヘ
シ

十
一
月ヨ
リ
四
月迄
校
費トシ
テ
一ヶ
月金十
五
銭ヲ
出スヘ
シ

神田
中
猿
楽
町

(
増
補
版)

O
専
修
学
校

神田
中
猿
楽
町

本
校ノ
教
授ハ
都テ
講
義ヲ
以テス

一
本校
教
授スル
所ノ
学
科ハ
法
律
学
・

経
済
学ノ
二
科トス、
生
徒ヲ

分テ
本
員
・

別
員ノ二
種トス

一
毎
月
第一ノ
日
曜日ニ
於テ
討
論
会ヲ
開キ
生
徒ヲシ
テ
講
習セ
シ
メ

第三ノ
日
曜日ニ
於テ
特別
講
義ヲ
為スベ
シ

第
一年

第
一
期

法律初歩

契
約法

代理
法

訴訟
演
習

第
一年

契
約
法
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憲
法

売買法

刑法大意

第二
期

売
買
法

私
訴
犯
法

身
分
法

受
托
法



一明治十~二十年代を中心としてー

組合
商
業並
会
社
法

訴
訟
演
習

第二
年

第
一
期

海上
法

海上
保
険
法

万国
公
法

治
罪
法

日
本
刑
法

訴
訟
演
習

第二
年

第二
期

海上
法

海上
保
険
法

法理

証
拠
法

訴
訟
法

流通証
書
法

立
法
論

訴
訟
演
習

一
毎年
九
月ヲ
以テ
入
校ノ
期トス
(
臨
時
入
校ヲ
乞フ
者ハ
之ヲ
許ス

ト
雄トモ
試
験ヲ
経ザレパ
本
員タル
ヲ
得ズ)

一年
齢
満十
八年
以上ニ
ア
ラザレハ
入
校ヲ
許サズ
(
但シ
公
私ノ
中

学ヲ
卒
業セシ
モ
ノハ
此
限ニ
ア
ラズ)

一
断リ
ナ
ク
欠
席二ヶ
月
以上ニ
至レハ
退
校卜
見
倣シ
入
学証ヲ
返
却

訴
訟
法

法理

仏国
契
約
篇

スヘ
シ

二
日一退
校シ
再ビ
入
学ヲ
請フ
時ハ
新入ト
同
様ノ
手
続ヲ
経ヘ
シ

一
入
校スル
モ
ノハ
束
修トシ
テ
金
一
円ヲ
納ムヘ
シ

一月
謝ハ
金
一
円
但シ
二
科
兼
修ノモ
ノハ
一円五十
銭
毎月ノ
初メ
三

「進学案内書」と専修大学(ー)

日
内ニ
納ムヘ
シ

一
毎年十
一
月ヨ
リ
四
月マ
デ
校
中
雑
費トシ
テ
一ヶ
月
金十
五
銭ヲ
納

ムヘ
シ

一十
五
日
以
前一一
入
校スル
モ
ノハ
月
謝校
費ノ
全
額ヲ
納メ
十
五
日
以

後ハ
其
半
額ヲ
納ムへ
シ

一
仮
令
欠
席月
余ニ
至ル
モ
予メ
其
旨
申
出ザレハ
常額ノ
月
謝校
費ヲ

納ムヘ
シ

一
見し
てわ
か
るこ
と
は、
初
版と
増
補
版で
はそ
の
記
載
内
容が
体
裁、

情
報量の
多
さ
と
も
大きく
違う
点で
あ
る。
こ
こ
で
も
専
修学
校
から
明
治

十
八年三
月に
出さ
れた
「
学
則」
と
比
較しな
が
ら、
内
容を
見
てい
くこ

と
に
し
よう。
こ
の
「
学則」
も
先に
挙げた
学
則と
同
様に
「《
史
料紹介》

専
修
学
校
学
則
沿
革
(
一)」(
史
料4)で
取

り
上げ
てい
る。

ま
ず 、
初版の
方で
あ
るが、「
学
則」
と
の
相
違
点は
「
本
員」
「別
員」

とい
う
呼
称が
「
学
則」
に
は
見ら
れない
こ
とであ
る。
次に
「
増
補
版」

の
方で
あ
るが、「
学
則」
に
ない
十
五
日
以
前以
後
入
学
者の
月
謝
納
付金

の
違い
が
書か
れ
てい
る。「規
則」
に
は
寄
宿、
休
業日な
ど規
定が
省
略

さ
れ
てい
る、
な
ど
『東
京
諸
学
校
学
則
一
覧
』の
時の
同
様の
相違
点が
見

ら
れ
る。

さ
らに号一早え
ば 、こ
れ
も
「
東
京
諸
学
校
学
則一
覧
』と
同じであ
る
が
、

講
義
内
容に
大
きな
違い
があ
り、
法
律
科の
み講
義
内
容が
書
かれ
てい
る

とい
う
点であ
る。
し
かも
、

講
義
内
容は二
年
分の
み、
その
内
容は
『東

京
諸
学
校
学則
一
覧
』と
まっ
た
く
同じ
内
容で
あっ
た。
編
者であ
る
下
村

が
『東
京
諸
学
校
学則
一
覧
』を
参
考に
し
て、
編
集した
と
考え
ても
良い

だ
ろ
う。
先にも
述べ
た
が
当
時、
専
修
学
校の
修
業年
限は三
年であ
り、

変
更
後二
年
の
月日が
流れ
てい
る。
そ
れで
も
な
お、
変
更さ
れ
てい
ない

点
を
考え
ると、
情
報
内
容に
疑
問
を
抱かざ
る
を
得ない。
こ
の
点につい

ては
専
修
学
校以
外の
記
事の
詳
細な
分
析が
必
要と
な
る
だ
ろう。

そ
し
て、こ
の
時
期に
おい
ても
まだ、
専
修
学
校は
「
進
学
案
内
書」
の



な
かで
は
法
律
科の
方が
重
要
視さ
れ
てい
たこ
と
も
見
逃せ
ない
事
実で
あ

る。
た
だ
し、
こ
こ
で
は、
「
経
済
科」
の
文
字が
入っ
てい
る
点が
前
書と

は
大き
く
違っ
てい
る。

5 .

『
地
方
生
指
針』

と
専
修
学
校

こ
こ
で
は、
ま
ず
最
初に
明
治二
十
年
(一
八
八
七)
六
月に
刊
行さ
れ
た

『地
方
生
指
針
』に
見ら
れる
専
修
学
校の
記
事を
見
てい
くこ
と
と
する。

専
修
学
校

神田
今川
小
路

一
当
校ハ
邦
語ヲ
以テ
経
済
学
・法

律
学ヲ
教
授スル
所ト
ス

一
修業年
限ヲ
三
年トシ、
毎一
年ヲ
一
級ト
ス

一
経
済
・法

律ノ二
学
科ハ
之ヲ
兼
修スルコ
ト
ヲ
得

一
経
済
科課
程左ノ
如シ

O
第一
年
前
期
経
済
原
論 、
経
済
要
論 、
貨
幣
論 、
歴
史、
簿記
学

O
第一年
后
期
経
済
原
論 、
応
用
経
済 、
貨
幣
論 、
経
済
要
論 、

歴
史、
簿
記
学

銀
行
誌、
外国
為
換 、
経
済
考
徴 、
貿
易
論 、

外国
貿
易
原理 、
簿記
学

銀
行誌、
銀
行史、
経
済
考
徴 、
租
税
論 、
経
済史、

簿記
学

租
税
論 、
国
債
論 、
商
業
史、
世態
学、
政
治
学、

論理
学

O
第二
年
前
期

O
第二
年
后
期

O
第三
年
前
期

O
第三
年
后
期
国
債
論 、
商
業
史、
予
算
論 、
官
有
財産
論 、

世態
学、
弁
論
学

一
法
律
科課
程左ノ
如シ

O
第一
年
法
学通
論 、
契
約
法 、
私
犯
法 、
代理
法 、
刑
法 、

親
族
法 、
売
買
法

O
第二
年
組
合
会
社
法、
動産
委
托
法 、
財産
法 、
治
罪
法 、

流
通
証
書、
証
拠
法 、
平
等
法 、
訴
訟
法 、
擬
律擬
判

。
第三
年
財産
法 、
破産
法 、
保
険
法 、
商
船法 、
理
法 、
羅
馬
法 、

擬
律
擬
判

。
科
外
議
卸売

歴
史、
万国
公
法 、
万国
私
法 、
論理
学、
政
治
学、

立
法
論 、
強認
法 、
弁
論
学

一
入
校ヲ
請フ
者ハ
年
齢十
八
歳以
上タルヘ
シ

一
入
校
志
願
者ノ
便宜ニ
依
リ
入
校ノ
際試
験ヲ
要セ
ス、
又
定
期ノ
試

験ヲ
ナサスシ
テ
員
外生ト
ナルコ
ト
ヲ
得ヘ
シ

一
入校スル
者ハ
束
僑金
一
円ヲ
納ムヘ
シ

一
月
謝ハ
一
科ヲ
修ム
ル
者ハ
八十
銭トシ、
二
科ヲ
兼
修ス
ル
者ハ
一

円二
十
銭ト
ス、
外一一
校
中
雑
費トシ
テ
毎
月十
銭ヲ
納ムヘ
シ

一
夏
期
休
業ハ
七
月十
一
日ヨ
リ
九
月十
五
日ニ
至ル
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こ
れ
まで
と
同
様に、
こ
の
時
期の
専
修学
校
が
明
治二
十
年
一
月に
発
行

した
冊子
『専
修
学校一
覧
』に
収め
ら
れ
てい
る
「
学則」
(「《史
料
紹
介〉〉

専
修
学
校
学
則
沿
革(
一)」
(
史
料5)
参
照)
と
比
較する。



­

     
一明治十~二十年代を中心として一

本
書に
収め
ら
れ
てい
る
内
容は
「
学
則」
と
見比べ
てみると
よ
く
わ
か

る
が、
こ
れ
まで
取り
上げた
二
つ
の
「
進
学
案
内
書」
と
比べ
る
と、
情
報

の
精度が
かな
り
高い
こ
と
が
わ
かる。
特に
講義
内
容に
関し
ても
ほ
ぼ
同

じ、
し
かも
経
済
科の
講
義
内
容まで
取
り上げ
てい
る。
こ
の
点につい
て

は
先に
取り
上げた二
つ
の
書
籍と
は
大き
く
違っ
てい
る。
そ
の
文
言の
使

い
方を
見ると
、

ほ
ぼ
同じ
表
現が
数
多く
使
用さ
れ
てお
り、専
修
大
学
発

行の
「
学
則」
を
参
考に
しつ
つ、
そ
れ
をかな
りコ
ンパ
ク
ト
に
し
た
も
の

と
考え
ら
れ
る。
本書はこ
れ
まで
の二
つ
の
「
進
学
案
内
書」
に
見
ら
れ
る

専
修
学
校の
記
事と
は
大きく
異なっ
てい
る。

で
は、
こ
の
『地
方生
指
針
』が
ど
の
ような
「
進
学
案
内
書」
で
あっ
た

の
か
を
見
てみ
よ
う。
例に
よっ
て
菅
原
氏の
研
究ωに
依
拠
しつ
つ、
足
り

ない
点を
補足し
てい
くこ
と
に
する。

内
容に
つい
てはこ
れ
まで
の二
書と
大
きな
違い
が
見られる。
規
則の

収
録はも
ち
ろん
だ
が、
上
京
する
学生
への
心
得に
かな
りの
重き
をな
し

てい
る
点で
あ
る。
こ
の
点につい
ては
菅
原
氏も
「上
京の
心
得、
学
資金、

苦
学生の
修
学の
方法、
下
宿
事情、
衛
生、
在
京
書
生の
品
行
・

衣
服、
東

京の
市
街に
わたる
都会の
生
活
情報から
私立
学
校
入
学の
注意、
学
力
論、

東
京の
構
造
的
特
質さ
ら
に
各
学
校の
諸規
則、
さ
らに
主
要官
立
学
校の
入

学試
験まで
掲
載し
てい
るこ
と
が
特徴で
あ
る」
と
述べ
てい
る。
そ
し
て、

編
者
・

本
富
自
身は
教
師
経
験、
書
生
経
験を
経た
人
間であ
る
こ
と
を
評
価

し
てい
る。
こ
れまで
の
「進
学
案
内
書」
と
は
違っ
た
構成
を
とっ
てお
り、

そ
の
後の
「進
学
案
内
書」
に
も
そ
の
内
容に
本
書の
影
響
を
見るこ
と
がで

「進学案内書」と専修大学 (ー)

おCヲ匂。で
は、
そ
の
編
者
・本

富
安四
郎であ
る
が
、

奥
付に
は
新
潟
県
士
族であ

り、
小
石川
区
春日
町五十
番
地
・

石垣
貫三
方に
寄宿し
てい
るこ
と
が
わ

か
る。
本
富は
長
岡
藩
士と
し
て生
ま
れ
、

明
治十
九年
(
一
八
八六)
、

上

京し、
東
京
英語
学
校
夜
間
部
(
日
本
学
園
高
等
学
校の
前身)
に
学んだ。

そ
の
後は
鹿
児
島や
郷里
・長
岡で
教
鞭
をとっ
てい
る。
著
書と
し
ては
明

治二十
二
i二十

五
年に
鹿
児
島で
過ご
し
た
日々
を
綴っ
た
『薩
摩見
聞記
』

があ
る。

本
富がこ
の
『地
方生
指
針
』を
編
集し
た
の
は
東
京
英語
学
校で
学んで

い
る
時であっ
た。
先の
『東
京
諸
学
校
学
則一
覧
』を
編
纂した
小田も
上

京一
年
後に
編
集し
てい
る
が
、

本
富に
とっ
ても
上
京一年
後の
仕
事で
あ

る。
こ
の
時
期の
「進
学
案
内
書」
の
成
立
を
考え
る
上で
も
非
常に
興
味
深

い
点で
あ
る。
こ
の
よ
うな
「
進
学
案
内
書」
の
必要
性を一
番感
じ
てい
た

の
は
上
京した
ての
学
生だっ
た
の
かも
知れ
ない。
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出
版人で
あ
る、
小
林
新
兵
衛お
よび
嵩山
房につい
ては
菅
原
氏もほ
と

ん
ど
触れ
てい
ない
ので
、

こ
こ
で
述べ
るこ
と
と
する。
とい
う
の
も
「
進

学
案
内
書」
が
嵩
山
房から
刊
行さ
れ
た
点に
意
味があ
ると
筆
者は
考える

か
らで
あ
る。

嵩
山
房は
事
保年
間
(
一
七
二ハ
i三

五)
に
は
早くも
そ
の
名を
見るこ

と
ので
きる
老
舗の
書
障であ
り、
その
屋
号も
荻
生
但
傑が
つ
けた
と
言わ

れ
る
由
緒あ
るも
のであ
る。本
書
に
も
見ら
れる
小
林
新
兵
衛はこ
の
嵩山

房
主
人の
代々
名で
も
あ
る。
有
木
氏の
研究却に
よ
る
と
享
保
九年
(
一
七



二
四)
に
刊
行した
『唐
詩選
』の
成
功に
よっ
て大
きな
利益
を
得たとい

う。
そ
の
後も
明
治、
大
正と
多
くの
本
を
刊
行し、
少な
くとも
昭
和
初
期

の
こ
ろ
まで
は
刊
行
物
を確
認するこ
と
がで
き
る。

明
治
期に
お
ける
嵩
山
房の
刊
行
物を
見
て
みる
と 、
明
治八年
(
一八
七

五)
に
刊
行した
中根淑
『兵
要日
本
地理
小誌
』をはじめ
と
し
て、
文
系・

理
系を
問
わ
ず 、
小
学
校
・
中
学
校、
ま
た
は
高
等
教
育
機
関
用の
教
科
書
類

を
数多
く
出
版し
てい
る。
また、
明
治四十
二
年
(
一
九
O
九)
に
は
花
輪

虎
太
郎が
書い
た
『
英語
受
験
準
備
』も
刊
行し
てい
る。
こ
れ
は
「
進
学
案

内
書」
で
は
な
く 、
英語
受
験
用
問
題
集で
あ
り、
「
問
題之
部」
と
「
解
釈

之
部」
の二
冊か
ら
成る
本
格
的な
も
ので
あ
る。

こ
の
『地
方生
指
針
』も
「
第二
編
下」
に
は
「
諸官
立
学
校
入
学
試
験
問

題」
と
し
て
「
東
京
農
林
学
校」
「
陸
軍
士官
学
校」
「
海
軍
兵
学
校」
「
東
京

商
業
学
校」
「
第一
高
等
中
学
校」
の
五
校
分の
入
学
試
験
問
題が
載せ
ら
れ

てい
る。
こ
れが
後の
『
英語
受
験
準
備
』にも
繋がっ
てい
る
と
も
考え
ら

れ
る。嵩

山
房にとっ
ても、
こ
の
よう
な
「
進
学
案
内
書」
の
刊
行は
自
社が
刊

行する
教
科
書
類の
販
売に
も
繋が
るこ
とで
あ
り、
書
臨時と
し
ての
大き
な

メ
リッ
ト
はあっ
た
ので
はない
だ
ろ
う
か。

さ
ら
に
言え
ば 、
「
進
学
案
内
書」
を
嵩
山
房の
よ
う
な
老
舗の
書
躍
が
刊

行した
意
義も
大き
かっ
た
ので
はない
だ
ろ
う
か。
こ
れ
まで
取り上
げ
た

二
つ
の
「進
学
案
内
書」
と
違い 、
初め
て
江戸
時
代から
続く
書
曲師 、
し
か

も
老
舗
書
擦が
軒を
連ね
る
日
本
橋
界隈の
書
躍で
あ
る。こ
の
老
舗
書
障の

人
脈
を垣
間見るこ
と
ので
き
るの
が
巻
末に
掲げ
ら
れた
「売
捌
書
購」
の

一
覧で
あ
る。

近
世以
来 、
書
籍の
流通
を
担っ
てき
た
方
法の
一つ
と
し
て
売
弘
所(ま

た
は
「
売
捌
所」)
の
存
在
があ
る。
三
都の
書
擦
を
中心
に
つ
くら
れ
た
書

籍
を、
三
都
内、
ま
た
は
地
方で
販
売
し
てい
た
の
が
売
弘
所で
あ
る
も

近

世
以
来の
書躍で
あ
る
嵩山一房もこ
の
売
弘シ
ス
テム
を
利
用し
て
書
籍
を
販

売し
てきた
し、
また
自身が
売
弘
所と
な
り、
他
書
障の
書
籍
を
取り
扱っ

てい
た。

嵩
山一房は
「
進
学
案
内
書」
で
はない
が、
類
似する
点も
多い
「
名
所
案

内」
にも
関わっ
てい
る。
例
を
挙げ
る
と 、
歌川
広重
の
手
に
よっ
て
嘉
永

三
年
(
一八
五
O)
i

慶
応三
年
(
一
八
六
七)
に
刊
行さ
れ 、
江
戸
観
光
案

内
書と
し
て大
評
判を
博し
た
『
絵
本
江
戸
土
産
』(
版
元
・金

幸
堂
菊
屋
幸

三
郎)で
は
嵩
山
房も
多
くの
書
購と
と
も
に
販
売
を
行っ
てい
る。
また、

明
治二
十
一年
(
一八八
八)
に
は
『松
島
勝
譜
』とい
う
名
所
案
内も
刊
行

し
てい
る。
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巻
末の
「
売
捌
書
臨時」
にあ
る
北
畠
茂
兵
衛(
屋
号は
「
千鐘
房」) 、
稲田

佐
兵
衛は
近
世から
続く
老
舗であ
り、
丸
屋
善七は
言わ
ずと
知れた
現
在

の
丸
善 、
い
ろ
は
や
新
造は
新
興の
貸
本
屋と
し
て東
京に二
百
を
数え
る
居

舗を
持っ
てい
た
と
言
われ
る。

また、
最
後に
名
前が
挙がっ
てい
る三木
佐
助
は
大
阪に
お
け
る
近
代
出

版
史
を
見る
上で
欠
か
すこ
と
ので
き
ない
人
物で
あ
る。
詳
細は
小田
氏が

紹
介n
し
てい
る
が
明
治
七年
(
一
八
七四)の
『小
学
生
徒
必
携
』
をは
じ



め
と
した
教
科
書
出
版に
力
を注い
だ
人
物で
あ
り、「
進
学
案
内
書」
の
販

売
書
庖と
し
ては
非
常に
適
した
書
躍で
あっ
た
と
言え
る
だ
ろ
う。

こ
の
よう
にここ
に
名
を
連ね
る
「
売
捌
書
臨時」
に
は
新旧
取
り
混ざっ
た

当
時の
有名な
書
騨た
ちであ
り、こ
の
よう
な
書
騨たち
を
販
売
所にで
き

た
のも
や
は
り
老
舗
・

嵩山
房の
力があっ
た
よう
に
思
われ
る。

「
進
学
案
内
書」
はこ
のあ
と
種
類・
量
と
も
に
増え
てい
く
、

そ
の
後の

「
進
学
案
内
書」
の
分
析は
必
要と
する
が、
そ
の
土
台
をつ
くっ
た
の
が嵩

山
房
刊
行
『地
方生
指
針
』と
言え
る
ので
は
ない
かと
考え
てい
る。

一明治十~二十年代を中心としてー

『地
方
生
指
針
』売
捌
書
健
一
覧

「進学案内書」と専修大学(ー)

売 捌 書 騨

大坂久宝寺角町 大坂備後町
東尽 東京 東京

本震 本橋通区日 本橋通区日
丁四目

丁目 丁目 丁目
丁目 丁目

木佐助 梅七原亀 井蘇士上口と 西霊太
巌 団

輿論
社

叢書閣 丸屋号 稲佐兵
衛
田 員衛々 々 ろ

A盈U主， 社
支庖

lま

新造や

6 .

お
わ
り
に

本
稿で
は
紙
面の
都
合もあ
り、
三
冊の
「進
学
案
内
書」
を
取
り上げ、

専
修
学
校の
記
事お
よび
「進
学
案
内
書」
そ
の
も
の
の
分
析
を
行っ
た。そ

の
上で
、い

くつ
か
考え
ら
れ
るこ
と
を
述べ
た
が
、あ

く
までも
今後の
課

題と
な
る
ような
点が
多
く、
充
分な
位
置づ
け
がで
きた
と
は
言い
難い。

と
はい
え、こ
の
よう
な
個別
事
例研
究
を
積み重ね
るこ
とで
新た
な
問
題

点が
出
てく
る
ので
は
ない
かと
も
考え
てい
る。

今
回は
明
治十
六年
か
ら二
十
年の
聞に
刊
行され
た三
冊の
「
進
学
案
内

書」
の
記
事の
精度の
問
題
を
取
り上げ、
前二
冊に
つい
ては
専
修
学
校の

記
事に
誤
りが
見られ 、
し
かも
そ
れ
が
全く
同じ
箇
所があ
るこ
と、
そ
れ

に
対し
て
『地
方生
指
針
』に
おいては

情
報の
精
度が
増し、
内
容
・販

売

方
法に
大き
な
変
化が
見
ら
れ
、『地

方
生
指
針
』が
そ
の
後の
「
進
学
案
内

書」
の
指
針に
なっ
た
ので
は
ない
かとい
うこ
と
を
述べ
た。
こ
の
点につ

い
ては
今
後、
数
を
増し
てい
く
明
治二
十
年
代、
三十
年
代の
「
進
学
案
内

書」
を
見
てい
くこ
とで
よ
り
詳しい
分析がで
きる
ので
は
ない
かと
考え

nu

 

てい
る。

最
後に
当
時の
専
修
学
校の
様
子
を
見
てい
き
たい。「
進
学
案
内
書」
は

地
方から
上
京し
て学
校で
学ぶ
人のため
の
も
ので
あ
る。
で
は
当
時、
専

修
学
校にはど
の
く
らい
地
方
出
身
者がい
た
の
だ
ろ
う
か。
明
治十
四
年
か

ら二
十
年
まで
の
卒
業生の
出
身
県を
挙げ
た
も
の
が
次の
表で
あ
る。
い
か

に
多
く
の
地
方出
身
者が
集まっ
てい
た
か
が
よく
わ
かる
だ
ろ
う。
おそ
ら

くこ
の傾
向は
他の
私立
学
校で
も
変
わら
ない
ので
は
ない
だ
ろ
う
か。
そ



うい
う
意
味で
は
「進
学
案
内
書」
の
潜
在
的な
需
要は
かな
りあっ
た
ので

最
後に
本学
大
学
史
資
料課が
所
蔵
する
「
進
学
案
内
書」
の
原
本
一
覧
を

掲げ
てお
く 。
ご
利
用い
た
だ
け
れ
ば
幸い
で
あ
る。

はない
かと
恩
わ
れる。

現
在の
とこ
ろ 、
専
修
学
校
卒
業生が
書き
残した
資
料から
「
進
学
案
内

書」
の
存
在
を
見るこ
と
はで
き
ない。
こ
の
点につい
ては
大き
な
今後の

課
題で
あ
る。
本
稿で
取り
扱っ
た
「進
学
案
内
書」
以
後の
も
の
と
の
分
析

とあ
わせ
て、
調査
を
続け
てい
き
たい
と
思う。

(表 1 ) 年別卒業生出身地
卒 業 年 出 身 地 人数 卒 業 年 出 身 地 人数

明治14年 岡 山 県 3 石 川 県 2 
宮 城 県 滋 賀 県 2 
福 島 県 三 重 県 2 
茨 城 県 島 根 県 2 
埼 玉 県 岡 山 県 2 
長 野 県 熊 本 県 2 
石 川 県 宮 崎 県 2 
高 知 県 青 森 県 l 
鹿児島県 秋 田 県 1 

明治15年 東 京 市 2 群 馬 県 1 
長 野 県 2 神奈川県 1 
長 崎 県 2 新 潟 県 1 
熊 本 県 2 京 都 府

福 島 県 福 岡 県

茨 城 県 1 大 分 県

埼 玉 県 明治18年 な し
静 岡 県 明治19年 岡 山 県 4 
愛 知 県 1 山 梨 県 3 
滋 賀 県 1 東 京 市 2 
島 根 県 1 神奈川 県 2 
山 口 県 1 長 野 県 2 
高 知 県 1 石 川 県 2 
鹿児島県 1 山 口 県 2 

明治16年 長 崎 県 3 熊 本 県 2 
群 馬 県 2 宮 城 県

岐 阜 県 2 新 潟 県

大 阪 府 2 福 井 県 1 
兵 庫 県 2 愛 知 県

福 島 県 l コ 重 県 1 
埼 玉 県 1 高 知 県 1 
新 潟 県 1 愛 媛 県 1 
石 川 県 1 福 岡 県 1 
静 岡 県 佐 賀 県 1 
島 根 県 1 宮 崎 県 1 
高 知 県 明治20年 鹿児島県 4 
愛 媛 県 1 東 京 市 2 
不 明 岡 山 県 2 

明治17年 東 京 市 6 福 岡 県 2 
福 島 県 5 福 島 県 1 
長 野 県 4 千 葉 県 1 
静 岡 県 3 長 野 県 1 
長 崎 県 3 山 口 県 1 
栃 木 県 2 香 川 県 1 
埼 玉 県 2 愛 媛 県 1 



「進学 案内書」と専修大学 (ー) 一明治十~二十年代を中心として一

(表 2 ) 大学史資料課所蔵 「学校案内」 一覧

発行年 重Eヨ宝 名 著者 ・ 編集者等 発 行 所 備 考

明治18年 増補
原編輯人 ・ 埼玉県平民 ・

東京京橋区南伝馬町 l 丁
10月 10 日 東京留学案内

下村泰大/増補人 ・ 岐阜
目 14番地 ・ 春陽堂

県平民 ・ 和田民之助

明治26年 明治二十六年 編著者 ・ 東京市牛込区矢 東京市神 田 区表神保町 3
7 月 5 日 東京修学案内 来町3番地 ・ 須永金三郎 番地 ・ 東京堂書房

明治30年 諸学校規則集改正
発行者 ・ 東京市神 田 区橋

附学科課程
4 月 8 日 東京入学便覧

本町 2 丁 目 9 番地 ・ 嵯峨
表

野彦太郎

明治33年 日 用百科全書第三拾七編
編者 ・ 博文館編輯局

東京市 日 本橋区本町 3 丁
3 版

6 月 25 日 就学案内 目 ・ 博文館

明治35年
東京遊学案内

編輯者 ・ 東京市神 田 区南 東京市神 田 区南甲賀町 8
3 月 23 日 甲賀町 8 番地 ・ 木下祥真 番地 ・ 内外出版協会

明治36年 三十六年改正
改訂再版、

4 月 6 日 男女東京遊学案内
著者 ・ 酒井勉 東京修学堂 附最新試験

問題

明治37年 明治丹十七年度
著者 ・ 酒井勉 東京修学堂

l 月 5 日 男女東京遊学案内

著作者兼発行人 ・ 東京市
18版、 附官

明治38年 成功秘訣
赤坂区赤坂 田 町 3 丁 目 10

東京市赤坂区赤坂 田 町 3 立諸学校入
10月 7 日 諸学校官費貸費入学案内

番地 ・ 吉川庄一郎
丁 目 10番地 ・ 保成堂 学試験問題

集

明治40年 明治四拾年度改正
著作者 ・ 原田 東風

東京市神田区鍋町21害訴也 ・
再版

2 月 20 日 男女東京遊学案内 大学館

大正 5 年 最近調査 編纂者 ・ 東京市麹町区飯 東京市神 田 区表神保町 2
再版

6 月 5 日 男女東京遊学案内 田 町 2 ノ 55 ・ 川西房治郎 番地 ・ 惰学堂書庖

大正15年 最新調査
編輯者 ・ 東京市小石川 区

東京市小石川 区宮下町43
l 月 20 日 東京学校案内

宮下町43 ・ 金子出版部編
番地 ・ 金子出版部

改訂 3 版
輯部

昭和 7 年 新調 東京市神 田 区北神保町 8
3 版、 附各

10月 5 日 東京男子学校案内
編輯者 ・ 日 昭館書庖

番地 ・ 日 昭館書庖
学校入学考
査解答

昭和10年
昭和十年度版

編纂 ・ 大 日 本学生保護者 東京市神 田 区神保町 3 丁
標準東京学校案内 男子 3 版

2 月 2 日 音日 協会 目 17番地 ・ 春陽社

昭和10年 新調
東京市神 田 区神 保 町 l 丁 附資格検定

3 月 15 日 東京学校案内
編輯者 ・ 日 本教育調査会 目 36番地 ・ 日 本教育調査 試験及職業

� 案内

昭和20年 昭和十九年度
編者 ・ 旺文社

東京都牛込区横寺町55 ・
2 月 l 日 全国上級学校綜覧 株式会社旺文社



(
註)

1
菅
沼
亮
芳
「
明
治
期に
お
ける
「
学び」と
進
学
案
内
書」
(
『
受
験
・進

学
・

学
校
|

近
代日
本
教
育
雑
誌に
み
る
情
報の
研
究
l』

(
学
文
社
二
O
O
八)

菅
沼
氏に
よ
る
「
進
学
案
内
書」
に
関す
る
論
文を
次に
挙げ
てお
く 。
本
稿

の
執
筆に
あ
たっ
て参
考に
さ
せ
てい
た
だい
た 。

-
「
明
治
期
「
進
学
案
内
書」
に
み
る
進
学
・

学
生・
受
験の
世
界」

(『
日
本
私
学
教
育
研
究
所
調
査
資
料

一
九
九二)

第一
六
八
号』

「
近
代
日
本
私
学
教
育
史
研
究
(1)
|

『
進
学
・

学
校
案
内
書』
に
あら

わ
れ
た
明
治叩
年
代の
東
京の
私
学
|」

(『日
本
私
学
教
育
研
究
所
紀
要

第三
十二
号
(1)
教
育
・

経
営
篇』
一
九
九
六)

-
「
近
代日
本
私
学
教
育
史
研
究
(2)
|

『
進
学
・

学
校
案
内
書』
に
あら

わ
れ
た
明
治
後
期の
東
京の
私
学
(その
1)
l」

(『
日
本
私
学
教
育
研
究

所
紀
要
第三
十三
号
(1)
教
育
・

経
営
篇』

九
九
七

「
近
代
日
本
私
学
教
育
史
研
究
(3)
i

私
学
教
育
(
史)
資
料と
し
ての

「
進
学
・

学
校
案
内
書」
の
文
献
目
録
(
未
定
稿)
(1
8
8
3

年
11
9
4

6
年
l」

(『
日
本
私
学
教
育
研
究
所
紀
要
第三
十
四
号
(1)
教
育
・

経

円昌也廟』
一
九
九
九)

-
「近
代
日
本
私
学
教
育
史
研
究
(4)
|

『
進
学
・

学
校
案
内
書』
に
あら

わ
れ
た
明
治
後
期の
東
京の
私
学
(その
2)
|」

(『
日
本
私
学
教
育
研
究

所
紀
要
第三
十五
号
(1)
教
育
・

経
営
篇』
二
0
0
0)

「
近
代
日
本
私
学
教
育
史
研
究
(5)
|

大
正
期
刊
行の
「
進
学
案
内
書」

の
書
誌
的
分
析を
中
心
と
し
て
|」

(『
日
本
私
学
教
育
研
究
所
紀
要
第

十
六
号
(1)
教
育
・

経
営
篇』
二
O
O一)

菅
原
氏の
こ
れら
の
研
究
論
文に
おい
て時
期
的
区
分に
よ
る
個
別
「
進
学
案

内
書」
の
書
誌
的な
分
析を
行っ
てい
る
が 、
その
内
容は
著
者や
発
行
者の

紹
介 、
ど
の
大
学が
どの
書
籍に
取
り
上
げら
れ
てい
る
か
な
ど
を
取
り
上
げ

た
もの
で
あ
り 、
記
事
内
容ま
で
は
踏み
込ん
でい
ない 。

2
菅
沼
亮
芳
「
前
掲
書」

3
現
在の
書
籍
史
研
究の
状
況
は
多
様
化し
てお
り 、
国
文
学 、
歴
史
学 、
社
会

学な
ど
様々
な
研
究
分
野から
な
さ
れ
てい
る 。
一
橋
大
学
教
授
・

若
尾
政
希

氏
を
呼び
か
け
人
と
し
て行
わ
れ
てい
る
「
書
物・
出
版と
社
会
変
容」
研
究

会
は
そ
ういっ
た
研
究
状
況を
反
映
す
る
よ
う
に
多
くの
分
野の
研
究
者が
集

まっ
てい
る 。
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4
「
進
学
案
内
書」
と
個
別の
学
校
を
取
り
上
げ
た
資
料
紹
介と
し
て
浅
沼
薫
奈

氏に
よ
る
「
進
学
案
内
書
・

受
験
雑
誌
に
現
れ
た
拓
殖
大
学」
①
i

③
(『
拓

殖
大
学
百
年
史
研
究』
6

号
18

号)
が
挙
げら
れ
る 。
浅
沼
氏は
「
本
校が

日
本
社
会から
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
てき
た
の
か 、
各
時
代での
位
置づ
け

や
役
割を
知
る
た
め
の
資
料」
と
し
て進
学
案
内
書
や
受
験
雑
誌
を
取
り
上
げ

てい
る
が 、
進
学
案
内
書その
もの
の
分
析は
な
さ
れ
てい
ない 。

5
近
年の
書
籍
史
研
究の
成
果
や
課
題につ
い
ては
藤
賓
久
美
子
氏の
『
近
世
書

籍
文
化
論
|

史
料
論
的ア
プロ
ー

チ
|』

(
吉
川
弘
文
館
二
O
O
六)
に
詳

〆
、
O
IL
-u

 

6
永
嶺
重
敏
『〈
読
書
国
民〉
の
誕
生l
明
治
ω
年
代の
活字メ
ディ
ア
と
読
書

文
化
l』

(
日
本エ
ディ
タ
l

ス
ク
ール

出
版
部
二
O
O
四)



以
下 、永
嶺
氏
の
研
究につ
い
ての
引
用
・

参
考は
すべ
て本
書に
拠る 。

7
菅
沼
亮
芳
「
前
掲
書」

8
日
本
経済
新
聞
社
編
『
私の
履
歴
書
文
化
人1』
(
日
本
経済
新
聞
社

九
八三)

9
『
専
修
大
学
百
年
史
上
巻』
(
専
修
大
学
一
九
八一)
E
S

日
小田
勝
太
郎
編
『
東
京
諸
学
校
学
則一
覧』
(
英
蘭
堂
一
八
八
三)

本
稿に
おい
て
本
書から
の
抜
き
出し
た
史料は
す
べ
て国立
国
会
図
書
館
近

代デジ
タル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

所
蔵
本に
拠る
もの
で
あ
る 。

日
小田
勝
太
郎の
生涯に
つ
い
ては
「
福
山
誠
之
館
同
窓
会」
の
ホ
lム

ペ
l
ジ

一明治十~二十年代を中心として一

内に
あ
る
「
小
田
勝
太
郎」
お
よ
び
『
誠
之
館
百三
十
年
史
上
巻』
(
福
山

誠
之
館
同
窓
会
編
刊
一
九
八
八)
に
拠っ
た 。

ロ
小田
勝
太
郎
編
『
東
京
諸
学
校
学
則一
覧』
(
英
蘭
堂
一
八
八
三)
忘
色ふ
8

日
『
専
修
大
学
百
年
史
上
巻』
(
専
修
大
学
一
九
八一)
包
忍

比
菅
原
亮
芳
「
近
代
日
本
私
学
教
育
史
研
究
(1)
l

『
進
学
・

学
校
案
内
書』

に
あら
わ
れ
た
明
治日
年
代の
東
京の
私
学
|」

(『
日
本
私
学
教
育
研
究
所
紀

要
第三
十二
号
(l)
教
育
・

経
営
篇』
一
九
九
六)

「進学案内書」 と専修大学 (ー)

日
下
村
泰
大
編
『
東
京
留
学
案
内』
(
和
田
篤
太
郎
一
八
八
五)

本
稿に
おい
て本
書から
の
抜
き
出し
た
史
料は
すべ
て国
立
国
会
図
書
館
近

代デジ
タル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

所
蔵
本に
拠る
もの
で
あ
る 。

日
『
専
修
大
学
百
年
史
上
巻』
(
専
修
大
学
一
九
八一)
E
g

口
『
研
究
報
告
第
六
十
七
号
近
代
化
過
程に
お
け
る
遠
隔
教
育の
初
期
的
形

態に
関
す
る
研
究』
(
放
送
教
育
開
発セ
ン
タ
ー

一
九
九
四)

日
和
田
篤
太
郎に
関し
て
は
山
崎
安
雄
『
春
陽
堂
物語
春
陽
堂を
め
ぐ
る
明
治

文
壇の
作
家た
ち』
(
春
陽
堂
書
庖
一
九
六
九)
に
詳しい 。

問
菅
原
亮
芳
「
近
代
日
本
私
学
教
育
史
研
究
(1)
|

『
進
学
・

学
校
案
内
書』

に
あら
わ
れ
た
明
治凶
年
代の
東
京の
私
学
|」

(『
日
本
私
学
教
育
研
究
所
紀

要
第三
十二
号
(l)
教
育
・

経
営
篇』
一
九
九
六)

加
有
木
大
輔
「
江
戸
・

嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
に
よ
る
『
唐
詩
訓
解』
排
斥」

(『
中
国
文
学
論
集』
第三
十六
号
二
O
O
七)

幻
こ
の
よ
う
な
近
世の
書
籍
流
通シ
ス
テム
の研
究の
代
表
的な
もの
と
し
て大

和
博
幸
氏の
「
広
域
出
版
流
通の
進
展
と
本
屋
(
書
物屋)
仲
間の
変
容」

(『
図
書
館
文
化
史
研
究』
十
八
号
二
O
O一) 、
「
江
戸
時
代
広
域
出
版
流
通

の
形
成と
発
展
|

基
礎
的
研
究」(『
園
皐
院
雑
誌』
一
O二
巻二
号
二
O
O

一)
な
ど
が
挙げら
れ
る 。

幻
小
田
光
雄
『
書
庖の
近
代
l

本が
輝い
てい
た
時
代』
(
平
凡
社
新
書
二
O

O
三)




